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●
事
例
紹
介
●

大
島
町
ふ
る
さ
と
文
化
祭
と

商
船
祭
と

の
共
同
開
催

辻

啓
介

(大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
商
船
学
科
教
授

・
前
学
生
主
事
)

一

ま
え
が
き

二

月
三
日
の
本
校
は
恒
例
の

「商
船
祭
&
大
島
町
ふ
る
さ
と
文

化
祭

(共
同
文
化
祭
)」
で
賑
わ
う
。

(写
真
1
)
平
成
六
年
以
来
、

地
元
大
島
町

(昨
年

一
0
月
、
大
島
島
内
四
町
合
併
で
周
防
大
島
町

と
な
る
)
の

「文
化
の
日
」
行
事
と
本
校
学
園
祭
を
共
同
開
催
し
て

い
る
。
若
者
主
体
の
商
船
祭
に
加
え
保
育
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

楽
し
め
る
大
島
町
最
大
の
町
民
参
加
の
催
し
物
で
あ
る
。

高
専
昇
格
の
二
年
後
、
昭
和
四
四
年
秋
に
学
生
会
主
催
行
事
の
文

化
祭

・
学
園
祭
的
行
事
と
し
て
第

一
回
商
船
祭
を
開
催
し
毎
年

一
一

月
に
行

っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
卒
業
生
等
か
ら

「商
船
祭
開
催
日
の

固
定
」
が
要
望
さ
れ
、

一
一
月
三
日
に
固
定
し
て
開
催
し
て
い
た
が
、

文
化
の
日
に
は
大
島
町
ふ
る
さ
と
文
化
祭
が
あ
り
、
お
客
を
奪

い
合

う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
平
成
五
年
秋
、
当
時

の
山
元
大
島
町
長
と

山
崎
校
長
が
共
同
開
催
に
合
意
し
、
次
年
度
か
ら
の
開
催
に
向
け
て

検
討
し
た
結
果
、
商
船
祭
当
日
に
第
二
体
育
館
お
よ
び
校
庭
を
大
島

町
ふ
る
さ
と
文
化
祭
メ
イ
ン
会
場
す
る

「共
同
文
化
祭
」
と
し
て
本

校
を
会
場
に
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

平
成
六
年

二

月
三
日
、
最
初
の
共
同
文
化
祭

(第
二
五
回
商
船

祭
)
に
は
、
本
校
校
庭
に
三
0
0
0
人
を
超
え

る
人
出
が
あ

っ
た
。

そ
の
様
子
は

「広
報
す
お
う
大
島
」
四
二
七
号

(平
成
六
年

一
二
月

刊
行
)
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
(写
真
2
は
表
紙
を
飾

っ
た
本
校

伝
統
の
手
旗
踊
り
。
写
真
3
は
様
子
を
伝
え
る
記
事
)
。
以
降
、

一

一
年
間

「共
同
文
化
祭
」
は
続
い
て
い
る
。

今
回
は
、
昨
年
ま
で
四
年
間
、
学
生
主
事
と

し
て
取
り
組
ん
だ

「合
同
文
化
祭
」
に
つ
い
て
、
町
と
の
打
ち
合
わ
せ
か
ら
始
ま
る
準

備
作
業
お
よ
び
当
日
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

大
島
町
と
の
打
ち
合
わ
せ

例
年
、
夏
休
み
明
け
の
九
月
初
旬
と

一
0
月
初
旬
に
二
回
の

「合

同
文
化
祭
打
ち
合
わ
せ
会
議
」
を
行
う
。
(今
年
度
は
本
校
教
務
日

程
の
変
更
で
第

一
回
を
七
月
に
行

っ
た
)
本
校
側
の
参
加
者
は
学
生

主
事
室
お
よ
び
学
生
係
商
船
祭
担
当
者

・
学
生
会
長
お
よ
び
商
船
祭

実
行
委
員
で
あ
る
。
町
側
は
教
育
事
務
所
の
担
当
者
三
名
で
あ
る
。

会
議
は
詳
細
に
わ
た
り
丁
寧
に
検
討
さ
れ
、
四
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も

あ

っ
た
。

第

一
回
会
議
で
は
、
前
年
度
の
反
省
点
お
よ
び
本
年
度
実
施
計
画

等
の
提
示
と
内
容
の
検
討
を
行
う
。
実
施
計
画

で
は
、
催
し
物
が
競

合
し
て
い
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
、
特
に
バ
ザ
ー
関
係
で
競
合
す
る
場

写具1第35回 商船祭&周 防大島町ふ るさと文化 祭

(平成16年11月3日)

写真2手 旗踊 り(広 報 すおう大島No.472の 表紙)
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合
に
は
変
更
や
価
格
の
統

一
に
つ
い
て
調
整
す

る
。
催
し
物
開
催
予

定
場
所
が
適
当
で
あ
る
か
、
準
備
日
程
等
に
問
題
は
な
い
か
を
検
討

し
、
問
題
点
が
あ
る
場
合
に
は
次
回
ま
で
に
担
当
者
で
調
整
を
す
る
。

調
整
の

一
例
と
し
て
は
、
昨
年
度

「中
越
地
震
」
に
対
す
る
募
金
箱

を
受
付
に
両
者
が
設
置
す
る
計
画
で
あ

っ
た
が
、
本
校
学
生
会
の
募

金
箱
だ
け
と
し
て
、
後
の
処
理
を
町
に
委
ね
た
。

第
二
回
会
議
で
は
、
第

一
回
会
議
以
降
の
調
整
内
容
を
確
認
し
て

最
終
実
施
計
画
案
を
決
定
す
る
。
内
容
は
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
時
間

調
整

・
参
加
者
の
意
向
を
考
慮
し
て
準
備

・
当

日

・
後
片
付
け
の
ス

ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
決
定

・
事
前
の
広
報
活
動
等
に

つ
い
て
調
整
す
る
。

三

当
日
の
様
子

当
日
は
九
時
か
ら

一
五
時
ま
で
行
わ
れ
る
が
、
例
年
八
時
半
こ
ろ

か
ら
人
手
が
あ
る
。
目
的
は
田
布
施
農
業
高
校
大
島
分
校
の
バ
ザ
ー

と
午
前
の
大
島
丸
体
験
航
海
の
整
理
券
で
あ
る
。
分
校
の
バ
ザ
ー
で

は
、
花
や
苗
木

・
加
工
食
品
の
販
売
が
行
わ
れ
、
例
年
、
最
も
早
く

売
り
切
れ
の
出
る
バ
ザ
ー
で
あ
る
。
勤
労
感
謝

の
日
に
行
わ
れ
る

「農
高
祭
で
ど
う
ぞ
!
」

と
案
内
板
が
昼
ま
で
に
出
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
九
時
か
ら
配
布
す
る
大
島
丸
体
験
航
海

(午
前
)
の
整
理
券

の
た
め
に
受
付
に
行
列
が
で
き
る
。

正
門
か
ら
正
面
玄
関
に
か
け
て
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
は
、
正

午
の
手
旗
踊
り

・
商
船
神
輿
を
中
心
に
、
そ

の
前
に
保
育
園
鼓
笛

隊

・
小
学
校

ユ
ー
カ
リ
バ
ン
ド
の
ド
リ
ル
演
奏
が
行
わ
れ
、
最
高
に

盛
り
上
が
る
時
で
あ
る
。
保
育
園

・
小
学
校
の
保
護
者
の
方
々
は
こ

の
時
間
に
合
わ
せ
て
来
校
し
、
昼
食
を
お
好
み
の
バ
ザ
ー
で
と
る
こ

と
に
な
る
人
が
多
く
、
売
り
上
げ
に
貢
献
し
て
い
る
。

第
二
体
育
館
の
町
文
化
祭
の
展
示

(写
真
4
)
に
は
、
木
目
込
み

人
形

・
生
花

・
書
道

・
俳
句
か
ら
写
真

・
絵
画
等
芸
術
作
品
に
至
る

ま
で
の
多
数
の
作
品
が
並
び
、
人
出
が

絶
え
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
体
育
館

横
に
は

二
0
近
い
テ
ン
ト
が
並
び
、
商

工
会

・
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
町
内
諸
団
体

の
バ
ザ

ー
が
開
か
れ
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
か
ら
体
育
館

へ
の
通
路
に
並
ぶ
学

生
の
バ
ザ
ー
テ
ン
ト
と
と
も
に
町
民
と

学
生
の
交
流
の
場
と
な

っ
て
い
る
。

図
書
館

一
階
ホ
ー
ル
で
は
、
本
校
吹

奏
楽
部

・
詩
吟
部

・
和
太
鼓
同
好
会
な

ど
文
化
部
の
発
表
会
が
行
わ
れ
、
そ
の

合
間
に
小
学
校
の
演
奏

(写
真
5
)
、

保
育
園

の
和
太
鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ

る
。
ま
た
、

一
角

で
は
茶
道
部
が
同
好

の
町
民

の
方
と
共
同
で
お
茶
会
を
開
催

し
て
い
る
。
文
化
部
に
は
町
民
の
方
に

指
導
し

て
頂

い
て
い
る
も

の
が
多
く
、

日
頃
の
成
果
を
披
露
し
て
い
る
。

平
成

一
五
年
度
に
は
後
夜
祭
で
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行

っ
た
。
後

夜
祭
は
学
生
だ
け
の
催
し
で
あ

っ
た
が
、
後
夜
祭
に
も
町
民
に
楽
し

ん
で
頂
く
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
計
画
し
た
。
校
庭

の
広
さ
と
隣
接
住
宅

と
の
距
離
な
ど
心
配
を
し
た
が
、
実
行
委
員
が
周
辺
住
宅
を
回
り
了

承
を
し
て
頂
き
、
ま
た
、
花
火
業
者
や
消
防
署
に
も
何
回
も
足
を
運

写真3第1回 共同文化祭 を伝 える町の広報誌(広 報すお う大島No.472よ り)

写真4町 文化祭の展示(第 二体育館)

写真5地 元小学校の演奏(図 書館ロビー)
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び
花
火
大
会
を
開
催
し
た
。
結
果
は
周
辺
住
民
お
よ
び
町
民
に
も
好

評
で
あ
り
、

一
六
年
度
の
打
ち
合
わ
せ
会
議
で
は
町
か
ら

「花
火
は

や
り
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
る
状
況
で
、
今
後
も
欠
か
せ
な
い
イ
ベ
ン

ト
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

受
付

・
警
備
等
の
裏
方
作
業
に
つ
い
て
も
、
町
と
学
生
会

の
共
同

で
行
い
、
正
門
近
く
の
交
通
整
理
お
よ
び
駐
車
場
整
理
に
は
制
服
を

着
た
学
生
と
ス
タ
ッ
フ
服
を
着
た
町
職
員
が
行

っ
て
い
る
(写
真
6
)。

ま
た
、
会
場
の
ゴ
ミ
処
理
に
は
、
会
場
内
数
か
所
に
六
個
の
ゴ
ミ
箱

を
並
べ
、
そ
の
横
で
学
生
と
町
職
員
が
ゴ
ミ
分
別
を
指
導
し
て
い
る
。

正
確
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
こ
と
は
な

い
が
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

数
等
か
ら
、
例
年
二
0
0
0
人
を
超
え
る
人
出
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

平
成

一
五
年
度
は
午
前
中
の
天
候
の
影
響
を
受
け
、
校
庭
は
閑
散

と
し
て
い
た
が
、
体
育
館
や
校
舎
内
の
催
し
物
に
は
例
年
と
変
わ
ら

な
い
人
出
が
あ

っ
た
。
伝
統
の
手
旗
踊
り

・
商

船
神
輿

(写
真
7
)

等
の
見
物
に
は
荒
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
例
年
と
変
わ
り
な
い
人
出
で

あ

っ
た
。

四

後
片
付
け

例
年
、
終
了
時
刻
の

一
五
時
前
に
は
、
バ
ザ
ー
が
ほ
ぼ
完
売
状
態

と
な
り
後
片
付
け
に
入
る
。
お
も
だ

っ
た
展
示
物
等
の
撤
収
に
つ
い

て
は
各
担
当
者
で
当
日
夕
刻

(後
夜
祭
)
ま
で
に
行
う
。
町
文
化
祭

の
屋
外

テ
ン
ト
お
よ
び
掲
示
板
等
物
品
に
つ
い
て
は
翌
日
午
前
の
搬

出
と
な
る
。
後
夜
祭
会
場
の
第

一
体
育
館
と
と
も
に
、
翌
日
午
前
に

町
職
員
お
よ
び
全
学
生
で
後
片
付
け
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
通
常
授

業
と
し

て
い
る
。
学
生
の
代
休
は
冬
休
み
前
に
設
定
し
て
い
る
。

後
片
付
け
の
最
大
の
問
題
点
は
ゴ
ミ
の
処
理
で
あ
る
。
全
体
の
片

付
け
が
終
わ

っ
た
後
に
、
学
生
会
役
員
お
よ
び
商
船
祭
実
行
委
員
と

町
職
員
で
分
別
作
業
を
行
い
、
直
ち
に
町
ゴ
ミ
処
理
場
に
運
び
出
す
。

後
夜
祭
と
並
行
し
て
行

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
ゴ
ミ
処
理
指
導
を
行
う

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
少
し
楽
に
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五

あ
と
が
き

初
期

に
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

一

0
年
を
経
過
し
た
今
で
は
問
題
点
は
感
じ
な
い
。
第
二
体
育
館
の
事

前
準
備

が
授
業
中
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
授
業

(体
育
)
・
課
外
活

動
と
の
関
連
に
十
分
な
調
整
が
必
要
で
あ
る
程
度

で
あ
る
。
し
か
し
、

例
年
通
り
と
な
ら
な
い
問
題
も
あ
る
。
そ
れ
は
開
催
日
の
曜
日
で
、

町
職
員
の
作
業
は
平
日
が
基
本
と
な
る
。
こ
の
時
期
の
運
動
部
の
県

大
会
が
あ
り
、
第
二
体
育
館
を
使
う
ク
ラ
ブ
の
練
習
計
画
に
つ
い
て

の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

共
同
文
化
祭
と
な

っ
て
、
商
船
祭
に
高
齢
の
方
の
姿
が
多
く
な

っ

た
よ
う
に
感
じ
る
。
単
に
若
者
の
祭
り
で
あ

っ
た
商
船
祭
を
全
町
民

と
楽
し
め
る
祭
り
に
な

っ
た
こ
と
が
最
大
の
評
価
点
で
あ
る
。
以
前

で
あ
れ
ば
、
町
文
化
祭
を
訪
れ
る
だ
け
で
あ

っ
た
人
達
に
、
本
校
に

来
て
研
究
室
や
実
験
室
公
開
な
ど
も
見
て
頂
け
る
こ
と
で
、
本
校
に

対
す
る
考
え
も
変
わ

っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

昨
年
度
、
四
町
合
併
で

「周
防
大
島
町
誕
生
記
念
」
と
し
た
が
旧

大
島
町
と
の
共
同
文
化
祭
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ

っ
た
。
島
内
の
高
校

吹
奏
楽
部
に
対
し
て
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
呼
び
か
け
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
旧
町
に
お
け
る
文
化
の
日
行
事
の
た
め
に
実
現
し
な
か

っ
た
。

一

一
月
三
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
方
針
が
新
町
に
お
い
て
ま
だ
十
分
に
煮
詰

め
ら
れ
て
い
な

い
。
本
年
度
の
準
備
と
し
て
、
す
で
に
第

一
回
打
ち

合
わ
せ
会
議
を
大
島
教
育
支
所
と
の
間
で
行
い
、
今
の
と
こ
ろ
例
年

通
り
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
年
も
盛
大
な
商
船
祭
に
な
る
こ
と

を
願
い
つ
つ
、
新
町
全
体
と
の
共
同
文
化
祭
と
し
て
今
後
も
続
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

写真6正 門で交通整理する学生と町のスタッフ(平成15年 度)

写真7雨 中に繰り出された商船神輿(平 成15年度)


